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あなたの学級開きは？② 
アンケートへのご協力ありがとうございました。今回は、研究全体会に参加した先生限定になっ

てしまいましたが、次回は他の先生方にもお聞きしますね。南部小はこうやって、みんなで「納得

解」を作っていく学校なんです。では、早速先生方の「学級開き」をご紹介します。 

菅野先生 今年やったこと 

・自分の自己紹介→子どもの自己紹介 

・「こんなクラスにしたい」や「こんなことをみんなとしたい」と話しました 

伊藤先生 私は名前と一言の自己紹介はやっちゃいます。担任も子供も。一つでも多く情報があ

れば、担任とも子ども同士もより早く仲良くなれると思うので。 

山田先生 学年にもよりますが・・・ 

①担任の簡単な自己紹介 ②全員の呼名と握手（現在はしてません） 

③ためになるお話を一つ ④注意してほしいこと 

小林先生 名前と好きな〇〇を担任に紹介する、簡単なゲームをして楽しむなど。 

鹿間先生 名前探しゲーム 

①ひらがなで書かれたクラスメイトの名前を教室に隠す。 

②隠した人以外で見つける。 

③見つけた文字を黒板に並べる。 

④並び変えてクラスメイトの名前を完成させる。 

みんなの名前を完成させて、クラスメイトの自己紹介につなげる。 

安達先生 ・自己紹介は名前で「あいうえお作文」 

・怒るときのポイントを伝える「これだけは許さないこと」 

・笑顔を絶やさずに 

教頭先生 １日目 紹介カード（自己紹介・どんな自分・どんなクラスにしたいか）を書く   

２日目 紹介カード発表（担任も） 担任としての願い 叱るポイント     

髙橋先生 アイスブレイクを活用し、楽しい雰囲気を作る学級開き 

校長先生 教室をみんなできれいにした。 

当然ですが、正解不正解ではありません。いろんな人の考えを知り、自分のものの見方・考え方を

広げていくのです。ぜひ、みなさん参考にしてみてください。私は個人的に、校長先生の「教室をき

れいにする」というのが、目からウロコでした。来年やってみます。山田先生の「ためになるお話」

や小林先生の「簡単なゲーム」の中身も聞いてみたいですね。安達先生の「だ」は何なのでしょう？ 
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